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平
安
時
代
に
於
け
る
庚
申
信
仰

序

藤
原
超
子
は
若
く
し
て
莞
去
し
て
い
る
。
彼
女
は
兼
家
と
時
姫
の
長
女

と
し
て
誕
生
し
、
後
に
、
冷
泉
院
に
入
内
し
て
、
居
貞

（三
条
院
）

・
為

尊

・
敦
道

。
光
子
の
、
四
人
の
皇
子
女
を
設
け
た
。
超
子
の
莞
去
は
末
子

の
敦
道
親
王
が
誕
生
し
た
翌
年
に
な
る
。
享
年
は
分
か
ら
な
い
が
、
若
死

に
で
あ
っ
た
ろ
う
。
彼
女
の
莞
去
は

『栄
華
物
語
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

正
月
に
庚
申
出
で
来
た
れ
ば
、
東
三
条
殿
の
院
の
女
御
の
御
方
に
も
、

梅
壺
の
女
御
の
御
方
に
も
、
若
き
人
ヽ

「年
の
は
じ
め
の
庚
申
な
り
。

せ
さ
せ
給

へ
」
と
申
せ
ば
、

「
さ
ば
」
と
て
御
方
ヽ
皆
せ
さ
せ
給
。

男
君
達
、
こ
の
女
御
達
の
御
は
ら
か
ら
三
所

（ぞ
）
お
は
し
ま
す
。

「
い
と
興
あ
る
事
な
り
。
い
と
よ
し
。
こ
な
た
か
な
た
と
参
ら
ん
程

に
夜
も
明
け
な
ん
」
な
ど
の
給
て
、
さ
ま
だ
ヽ
の
こ
と
ゞ
も
し
て
御

覧
ぜ
さ
せ
給
に
、
歌
や
何
や
と
心
ば
へ
お
か
し
き
御
方
ゞ
の
有
様
よ

り
は
じ
め
、
女
房
達
、
碁

・
双
六
の
程

（
の
）
い
ど
み
も
い
と
お
か

し
く
て
、

「
こ
の
君
達
の
お
は
せ
ざ
ら
ま
し
か
ば
、
今
宵
の
ね
ぶ
り

島

田

　

と

よ

子

さ
ま
し
は
な
か
ら
ま
し
」
な
ど
聞
え
思
ひ
て
、

「度
ゝ
鶏
も
鳴
き
ぬ
。

院
の
女
御
、
あ
か
月
方
に
御
脇
息
に
押
し
か
ヽ
り
て
お
は
し
ま
す
ま
．

ゝ
に
、
や
が
て
御
殿
籠
り
入
り
に
け
り
。
今
さ
ら
に
」
な
ど
人
ゝ
聞

え
さ
す
れ
ど
、

「烏
も
鳴
き
ぬ
れ
ば
、
今
は
さ
ば
れ
、
な
お
ど
ろ
か

し
き
こ
え
さ
せ
そ
」
な
ど
、
人
ゝ
聞
え
さ
す
る
に
、
は
か
な
き
歌
ど

も
聞
え
さ
せ
給
は
ん
と
て
、
こ
の
男
君
達

「や
ゝ
、
も
の
け
た
ま
は

る
。
今
さ
ら
に
何
か
は
御
殿
籠
る
、
起
き
さ
せ
給
は
ん
」
と
聞
え
さ

す
る
に
、
す
べ
て
御
い
ら
へ
も
な
く
お
ど
ろ
か
せ
給
は
ね
ば
、
よ
り

て

「や
ヽ
」
と
聞
え
さ
せ
給
に
、
殊
の
外
に
見
え
さ
せ
給
へ
れ
ば
、

ひ
き
お
ど
ろ
か
し
奉
り
給
に
、
や
が
て
ひ
え
さ
せ
給
へ
れ
ば
、
あ
さ

ま
し
う
て
、
御
殿
油
取
り
寄
せ
て
見
奉
ら
せ
給

へ
ば
、
う
せ
さ
せ
給

へ
る
な
り
け
り
。

超
子
は
庚
申
の
遊
び
を
し
て
い
る
内
に
暁
方
一、
ゥ
ト
ゥ
ト
寝
入

っ
て
し

ま
い
、
そ
の
ま
ま
不
帰
の
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
に
詳
し
く
述

べ
る
が
、
庚
申
の
夜
に
人
が
眠
る
と
、
体
内
に
い
る
三
Ｆ
が
抜
け
出
し
、

そ
の
人
の
罪
科
を
司
過
神
に
告
げ
る
為
に
人
は
早
死
に
す
る
こ
と
に
な
る

（
『医
心
方
』
）
、
と
い
う
思
想
が
根
底
に
あ
っ
て
の
話
で
あ
ろ
う
。
し
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か
し
、
超
子
の
場
合
、

「度
ゝ
鶏
も
鳴
き
ぬ
。
院
の
女
御
、
あ
か
月
方
に

御
脇
息
に
押
し
か
ゝ
り
て
お
は
し
ま
す
ま
ヽ
に
、
や
が
て
御
殿
籠
り
入
り

に
け
り
」
と
、
時
刻
の
上
で
は
、
庚
申
の
日
は
過
ぎ
て
い
て
、
翌
早
朝
に

寝
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
、

「烏
も
鳴
き
ぬ
れ
ば
、
今
は
さ
ば
れ
、

な
お
ど
ろ
か
し
き
こ
え
さ
せ
そ
」
と
、
眠

っ
た
超
子
を
起
こ
す
必
要
は
な

い
、
と
女
房
の
判
断
が
あ
る
よ
う
に
、
眠

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
も
は
や
早

死
に
す
る
訳
が
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、

「烏
」
は

「鳥
」
の
明
ら
か
に

誤
写
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
や
は
り
、
後
の

「楚
王
の
ゆ
め
」
で
も
超
子

の
莞
去
は
同
様
の
語
り
方
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
更
に
後
の

『古
事
談
』

に
な
る
と
、

「大
入
道
姫
君
。
庚
申
夜
０
脇
息
二
寄
懸
テ
。
令
死
給
畢
。

依
彼
御

一
門
ニ
ハ
女
房
之
庚
申
永
被
止
云
々
。
」
と
、
超
子
は
庚
申
の
夜

に
莞
去
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

長
い
引
用
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
あ
え
て
そ
れ
を
し
た
の
は
、
人
の

死
が
庚
申
の
こ
と
に
実
際
に
結
び
付
け
ら
れ
た
、
少
な
く
と
も
平
安
時
代

に
於
け
る
唯

一
の
例
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
平
安
時
代
に
於
け
る
庚
申
に

対
す
る
人
々
の
意
識
を
考
え
よ
う
と
す
る
時
、
そ
れ
が
唯

一
の
例
で
あ
る

と
言
う
こ
と
は
な
か
な
か
示
唆
に
富
む
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
こ

と
は
平
安
時
代
の
庚
申
が
遊
び
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
、

と
思
う
の
で
あ
る
。
庚
申
に
対
す
る
恐
怖
で
あ
る

「死
」
が
実
際
に
な
い

な
ら
、
庚
申
の
思
想
は
頭
上
の
空
虚
万
論
に
な
っ
て
し
ま
い
、
人
々
は
そ

の
思
想
を
真
剣
に
受
け
と
め
る
こ
と
が
無
く
、
遊
び
に
向
か
う
の
は
弱
い

人
間
、
ま
し
て
王
朝
貴
族
の
自
然
の
成
り
ゆ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

死
が
庚
申
の
こ
と
に
結
び
付
け
ら
れ
た
の
は
、
管
見
に
よ
る
と
超
子
の

例
を
唯

一
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
少
し
述
べ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

身
分
が
高
く
し
て
、
庚
申
の
日
に
若
死
に
し
て
い
る
人
は
い
な
い
か
調

査
し
て
み
た
。
な
お
、
庚
申
の
資
料
が
ま
と
ま
っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
、
醍
醐
天
皇
時
代
か
ら
後

一
条
天
皇
時
代
迄
の
人
を
対
象
に
し
た
。

庚
申
の
日
に
亡
く
な
っ
た
人
は
い
な
か
っ
た
。
が
、
超
子
と
同
様
ヽ
庚

申
の
翌
日

（辛
酉
）
に
亡
く
な
っ
て
い
る
人
は
い
た
。
康
子
内
親
王
、
藤

原
ほ
子
、
藤
原
綬
子
で
あ
る
。
な
お
、
女
性
だ
け
を
見
た
訳
で
は
な
い
。

死
亡
時
刻
が
、
ほ
子
は

「午
時

（十
二
時
）
許
」

（
『小
右
記
』
寛
和

九

・
七

・
十
八
）
、
綬
子
は
、

「亥
時

（二
十
時
）
」

（
『御
堂
関
白
記
』

寛
弘
元

。
二

・
七
）
と
あ
っ
て
、
完
全
に
庚
申
の
翌
日
の
こ
と
に
な
る
の

で
、
二
人
の
死
は
庚
申
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

康
子
内
親
王
の
莞
去
の
時
刻
は
分
か
ら
な
い
。
こ
の
日
、
内
親
王
は
二

人
目
の
息
子

（公
季
）
を
生
ん
で
い
て
、

『
日
本
紀
略
』
に
は
、

「件
莞
。

抱
衣
不
下
之
故
也
」

（天
徳
元

上
ハ
上
○

と
、
そ
の
お
産
の
異
状
が
原

因
で
莞
じ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
内
親
王
の
夫
師
輔
の
日
記

『九
暦
抄
』

（同
日
条
）
に
は
、

一
品
公
主
御
産
、
依
邪
気
入
滅
事

と
記
さ
れ
て
い
る
。
一一言
つ
ま
で
も
な
い
が
、
例
え
ば
、
中
宮
彰
子
の
敦
成

親
王

（後

一
条
天
皇
）
御
産
の
折
、

「
己
無
御
産
気
、
但
邪
気
出
来
」

（
『小
右
記
』
寛
弘
五

・
九

。
十

こ

と
あ
り
、
又
、
実
資
室
の
御
産
の
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折
に
も

「招
證
空
阿
闇
梨
令
加

〔持
〕
女
人
任

〔妊
〕
事
、
依
少
邪
気
之

恐
」

（
『小
右
記
』
正
暦
四

。
二

・
六
）
と
あ
り
、
当
時
、
御
産
の
折
に

は

「邪
気
」
が
出
現
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

康
子
内
親
王
が
超
子
と
同
様
の
時
刻
に
莞
去
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
庚

申
の
こ
と
に
結
び
付
け
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
つ
ま
り
、
お
産
と
い
う

こ
と
が
あ
れ
ば
、
庚
申
の
こ
と
よ
り
邪
気
を
恐
れ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。

お
産
だ
け
で
は
な
く
、
人
々
の
死
や
苦
し
み
の
原
因
に

「邪
気
」
、
い
わ

ゆ
る

「物
怪
」
が
考
え
ら
れ
、
こ
れ
が
平
安
時
代
に
は
猛
威
を
奮
っ
た
こ

と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
も
触
れ
る
で
あ
ろ

，ｎノ。と
こ
ろ
で
、
超
子
の
売
去
は
庚
申
の
こ
と
に
結
び
付
け
た
唯

一
の
例
で

あ
る
と
言

っ
て
も
、
そ
れ
を
記
し
た
も
の
が
、
後
の

『栄
華
物
〓
巴

で
あ

る
点
は
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
藤
原
実
資
が
超
子
の
莞
去
を
日
記

『小
右
記
』
に
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
、

今
日
不
敷
右
大
臣
円
座
、
今
朝
院
女
御
頓
滅
云
々
、
梅
壺
今
夜
退
出
、

服
親
王
王
卿
達
依
不
敷
右
大
臣
座
退
下
、

（天
元
五

・
正

・
廿
八
）

と
、　
天
品
ど

の
急
死
と
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
彼
女
が
前
日
庚
申
の

遊
び
を
し
た
か
ど
う
か
な
ど
は
全
く
記
さ
れ
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
。
実

資
は
超
子
と
は
疎
遠
で
あ
っ
た
、
と
は
思
う
。

『小
右
記
』
を
見
る
と
こ

の
頃
、
実
資
は
頻
繁
に
関
自
太
政
大
臣
頼
忠
を
訪
れ
て
い
る
。
頼
忠
は
実

資
の
伯
父
に
当
た
り
、
娘
の
円
融
院
女
御
遵
子
が

一
か
月
半
後
に
立
后
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
第

一
皇
子
を
設
け
て
い
る
女
御
詮
子
の
側
か

ら
反
発
を
買
う
こ
と
に
な
る
。
遵
子
に
は
所
生
の
皇
子
は
い
な
い
。
実
資

は
、
道
子
立
后
に
よ
り
中
宮
亮
に
な
っ
て
い
る
。
詮
子
は
超
子
の
同
母
妹

に
な
る
。
こ
う
い
う
状
況
か
ら
推
察
す
る
と
、
前
帝
冷
泉
院
の
女
御
で
あ

っ
た
超
子
に
対
し
て
、
実
資
が
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
と
は
考
）を
り
れ
な

い
の
で
、
彼
女
の
莞
去
に
関
す
る
叙
述
が
簡
単
で
あ
る
こ
と
も
解
け
て
来

よ
う
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
ほ
子
卒
去
に
対
し
て
、
実
資
は
、　
軍
盆
雪
呂

妻
四
九
日
満
束

（来
〕
廿
二
日
云
々
、
頻
有
此
事
、
天
下
之
人
可
有
恐
思

歓
」

（
『小
右
記
』
寛
和
元

・
七

・
十
八
）
と
、
為
光

一
家
に
妻

（慨
子

に
は
異
母
。
伊
ヂ
女
）
、
娘
と
う
ち
続
い
て
死
者
が
出
た
こ
と
へ
の
世
間

の
恐
怖
を
記
し
て
い
る
こ
と
を
思
う
時
、
超
子
の
莞
去
に
対
し
て
も
何
か

い
わ
れ
が
あ
れ
ば
書
き
付
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
超
子
莞

去
の
時
点
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
庚
申
の
こ
と
に
結
び
付
け
ら
れ
て
は
い

な
か
っ
た
、
と
思
う
。
た
だ
、　
天
「朝
」
則
ち
、
庚
申
の
翌
朝
の
莞
去
で

あ
る
、
と
言
う
認
識
の
下
に
超
子
の
売
去
を
庚
申
の
こ
と
に
結
び
付
け
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
言
う
こ
と
は
先
ず
考
，４
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
が
。　
天
「朝
」
が
早
朝
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、　
一
概
に

は
言
え
な
い
が
、
当
時
、
庚
申
に
対
し
て
人
々
の
意
識
が
強
け
れ
ば
超
子

の
頓
滅
は
そ
れ
の
格
好
の
噂
と
な
っ
た
、
と
思
う
。

今
夜
成
時
許
誤
松
入
耳
、
頃
之
出
之
、
其
長

一
寸
余
許
、
人
多
為
奇

（
『小
右
記
』
天
元
五

・
三

二

一八
）

こ
れ
は
、
実
資
の
耳
に
一
寸
ぐ
ら
い
の
娯
松
が
入

っ
て
、
暫
く
し
て
出

た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
注
意
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
日
が
庚
申
の

日
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
実
は
こ
の
日
は

『栄
華
物
語
』
に
超
子
が
庚
申

を
し
た
と
い
う
、
次
の
庚
申
の
日
に
当
た
っ
て
い
る
。
私
は
、
庚
申
の
日
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の
娯
蛤
入
出
と
い
う
記
事
を
見
て
、　
ヨ
一Ｆ
」
の
こ
と
を
想
像
し
た
。
後

に
詳
し
く
述
べ
る
が
、
三
Ｆ
が
体
内
か
ら
抜
け
出
し
、
人
の
罪
科
を
告
げ

に
天
に
上
る
日
を
庚
申
の
日
と
し
て
い
る

（
『医
心
方
』
）
。
三
Ｆ
の
形

は
、

「大
清
経
日
三
Ｆ
其
形
頗
似
人
長
三
寸
許
」

（
『医
心
方
』
）
と
、

人
間
に
似
て
、
三
寸
位
の
身
長
で
あ
る
（注
１
）と
さ
れ
る
の
で
、　
一
寸
位

の
娯
松
で
は
あ
ま
り
に
も
違

っ
て
い
て
、
想
像
に
及
ば
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
と
こ
ろ
で
、
娯
松
が
耳
に
入

っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
実
資
は
就

寝
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
眠
っ
て
い
な
か

っ
た
ら
娯
松
が
ゴ
ソ
ゴ
ソ

と
這
う
の
を
感
じ
て
、
耳
に
入
る
ま
で
気
付
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
、
守
庚
申
を
し
て
座
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
娯
松

が
実
資
の
体
を
這
い
上
が

っ
て
耳
に
入
る
ま
で
放
置
す
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
従

っ
て
、
こ
の
夜
、
実
資
は
庚
申
を
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え

る
。
猶
、　
天
「
明
物
忌
」
と
言
う
こ
と
は
、
物
忌
の
日
に
庚
申
を
し
て
い

る
例
は
あ
る
の
で
、
実
資
が
庚
申
を
し
て
い
な
い
理
由
に
は
な
ら
な
い
。

こ
の
事
件
は
実
資
が
庚
申
の
こ
と
を
あ
ま
り
重
く
考
え
て
は
い
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
せ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
当
時

一
般
の
意
識
で

は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
従

っ
て
、
超
子
莞
去
を
庚
申
の
こ
と
に
結
び
付

け
る
の
は
後
世
の
も
の
と
思
う
の
で
あ
る
。
庚
申
の
翌
早
朝
の
、
超
子
急

死
の
記
録
を
見
た
後
世
の
人
が
想
像
か
ら
作

っ
た
話
で
あ
ろ
う
。
庚
申
に

対
す
る
人
々
の
意
識
の
変
化
が
感
じ
ら
れ
る
。

２

既
に
少
し
触
れ
た
が
、
庚
申
と
は
、

「守
庚
申
而
不
廃
延
齢
之
術
」

（
『本
朝
文
粋
』
所
収

「夏
夜
守
庚
申
侍
清
涼
殿
同
賦
避
暑
対
水
石
応
製
」

大
江
匡
衡
）
と
あ
り
、

「夫
守
庚
申
者
。
玄
元
聖
祖
之
懲
言
。
世
揚
其
余

波
。
人
伝
其
遺
跡
。
或
至
此
夜
。
不
眠
達
明
。
」

（
『本
朝
文
粋
』
所
収

「冬
夜
守
庚
申
同
賦
修
竹
冬
青
応
教
」
藤
篤
茂
）
、

「夫
去
三
Ｆ
学
九
転

者
。
彼
大
聖
之
玄
風
也
。
」

（
『江
吏
部
集
』
所
収

「七
言
。
歳
暮
於
藤

少
侯
書
斎
守
庚
申
同
賦
明
月
照
積
雪
。
各
分

一
字
応
教

一
首
。
」
）
に
見

ら
れ
る
様
に
老
子
の
説
で
あ
る
。
こ
の
庚
申
の
事
に
就
い
て
は
、
永
観
二

年

（九
八
四
）
成
立
の
鍼
博
士
兼
丹
波
介
康
頼
著

『医
心
方
』
を
見
る
の

が
よ
い
か
と
思
う
。
こ
れ
に
は
、

河
図
紀
命
符
日
…
人
身
中
有
三
Ｆ
、
ヽ
ゝ
之
為
物
、
実
魂
塊
鬼
神
之

属
也
、
欲
使
人
早
死
、
此
Ｆ
当
得
作
鬼
、
自
放
縦
遊
行
、
饗
食
人
祭

壺
ヽ
毎
到
六
甲
窮
日
、
靭
、
上
天
白
司
命
道
人
罪
過
、
ゝ
大
者
奪
人

紀
、
小
者
奪
人
算
、

と
、
人
の
体
内
に
い
る
三
Ｆ
が
庚
申
の
日
に
昇
天
し
て
、
そ
の
人
の
罪
科

を
司
命
神
に
告
げ
る
為
に
、
人
は
大
き
な
過
失
を
犯
し
て
い
れ
ば
、
寿

命
が

「紀
」
、
即
ち

一
年
縮
ま
り
、
小
さ
な
過
失
を
犯
し
て
い
れ
ば
、

「算
」
、
即
ち

一
日
縮
ま
る
こ
と
に
な
る
（注
２
）、
と
あ
る
。
こ
れ
と
ほ

ぼ
同
様
の
記
述
が
晋
の
葛
洪
の
撰

『抱
朴
子
』

（微
旨
）
に
み
ら
れ
る
。

『抱
朴
子
』
は

『日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
そ
の
書
名
が
見
ら
れ
る
の
で
、

遅
く
と
も
宇
笙
大
皇
時
代
に
は
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

『医
心

方
』
に
は
続
い
て
、

故
求
仙
之
人
、
先
去
三
Ｆ
、
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と
、

「仙
」
、
即
ち
不
老
不
死
を
求
め
る
人
は
ま
ず
三
Ｆ
を
除
く
必
要
が

あ
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
又
、

「大
清
経
日
」
と
し
て
、

「
三
Ｆ
其
形

頗
似
人
、
長
三
寸
許
、
上
Ｆ
名
彰
侶
、
黒
色
居
頭
、
令
人
好
車
馬
衣
服
、

中
Ｆ
名
彰
質
、
青
色
居
背
、
令
人
好
食
五
味
、
下
Ｆ
日
彰
嬌
、
自
色
居
腹
、

令
人
好
色
淫
決
、
是
以
真
人
先
去
三
Ｆ
、
括
淡
無
欲
精
神
清
明
、
然
後
薬

乃
有
効
」
と
、
三
Ｆ
は
人
に
種
々
の
害
を
な
し
、
こ
の
為
に
仙
薬
を
服
し

て
も
効
能
が
な
い
の
で
、
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
あ
る
。
続
い

て
、
三
Ｆ
除
去
の
方
法
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

故
、
庚
申
日
夜
半
之
後
、
向
正
南
再
拝
呪
日
、
彰
候
子
、
彰
常
子
、

命
児
子
、
悉
入
窃
冥
之
中
去
離
我
身
、
三
度
言
、
毎
至
庚
申
日
、
勿

寝
而
呼
其
名
、
三
Ｆ
即
水
絶
去
、
当
用
、
六
甲
窮
日
者
庚
申
日
也
、

六
甲
六
十
日
、
至
庚
申
日
旦
適
勿
寝
、
皆
再
拝
、
而
呼
其
字
、
至
鶏

鳴
、
乃
去

一
Ｆ

一
虫
、
後
庚
申
日
亦
用
前
法
、
三
過
止
、
三
虫
伏
Ｆ

即
永
絶
去

庚
申
の
日
は
い
つ
も
徹
宵
し
、
夜
半
過
ぎ
に
真
南
に
向
か
っ
て
再
拝
し
、

「彰
候
子
云
々
」
の
呪
文
を
三
度
唱
え
る
と
、
三
Ｆ
は
水ヽ
久
に
絶
滅
す
る

と
か
、
庚
申
の
日
に
徹
宵
し
、
皆
で
再
拝
し
て
そ
の
字
を
呼
べ
ば
、
鶏
鳴

の
時
刻
に
一
Ｆ

一
虫
が
去
る
の
で
、
こ
れ
を
庚
申
の
日
毎
に
行
う
と
、
三

回
目
の
庚
申
の
日
が
巡

っ
て
来
た
時
に
、
三
Ｆ
三
虫
は
去

っ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
、
と
か
あ
る
。
庚
申
の
夜
に

「彰
候
壬

ム
々
」
の
呪
文
を
唱
え

る
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
源
為
憲
の

『
口
遊
』
（注
３
）
に
み
ら
れ
る
。
と

こ
ろ
が
、
こ
れ
を
実
際
に
行

っ
た
例
は
、
管
見
に
よ
る
と
久
安
元

（
一
一

四
五
）
年

一
月
十
四
日
に
藤
原
頼
長
が
、

「守
三
戸
。
懸
老
子
影
。
講
老

子
経
。
講
師
友
業
。
問
者
実
長

〈
二
重
上
巻
〉
孝
能

〈
二
重
下
巻
〉
拠
庚

申
経
。
夜
半
己
後
。
余
及
客
皆
回
止
南
再
拝
。
呪
日
。
彰
候
子

・
黄
帝
子

・
命
児
子

・
悉
入
窃
冥
之
中
。
去
離
我
身

〈
三
度
唱
之
〉
鶏
鳴
後
就
寝
」

（
『台
記
』
）
と
行

っ
て
い
る
の
を
最
吉
と
す
る
。
現
存
最
古
の
男
性
日

記
で
あ
る

『貞
信
公
記
』
を
は
じ
め
と
し
て
、

『吏
部
王
記
』
、

『小
右

記
』
、

『権
記
』
、

『御
堂
関
白
記
』
等
に
は
庚
申
の
夜
に

「彰
候
壬

ム

々
」
の
呪
文
を
唱
え
た
こ
と
を
全
く
記
さ
な
い
。
最
も
、
道
長
以
外
、
実

際
に
自
身
が
庚
申
を
し
た
こ
と
を
記
す
こ
と
は
全
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
日

記
以
外
に
も
庚
申
の
呪
文
を
唱
え
た
こ
と
を
記
す
も
の
は
な
い
。
こ
の
こ

と
は
庚
申
に
対
す
る
時
代
の
風
潮
を
示
し
て
い
て
、
頼
長
の
時
代
に
至
っ

て
庚
申
に
対
す
る
考
え
の
深
ま
り
が
示
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、
実
資
、
道
長
、
行
成
と
い
っ
た
人
々
の
生
存
し
た
時
代
は
、
庚
申

と
言
う
と
後
に
述
べ
る
様
に
遊
び
が
中
心
で
、
頼
長
に
見
ら
れ
る

「老
子

経
」

「庚
申
経
」
と
言

っ
た
、
思
想
に
重
き
を
置
い
た
庚
申
の
夜
の
過
ご

し
方
と
で
は
深
さ
が
全
く
違

っ
て
い
る
、
と
思
う
。
た
だ
、
大
江
匡
衡
が
、

庚
申
の
夜
に
作
成
し
た
詩
序
に

「通
宵
罷
眠
。
随
李
耳
而
祈
三
子
」
（
『江

吏
部
集
』
所
収

「七
言
。
二
月
二
日
夜
於
員
外
藤
納
言
文
亭
守
庚
申
同
賦

桃
浦
落
船
花
。
」
）と
、

「守
三
Ｆ
」
で
は
な
く

「祈
三
Ｆ
」
と
し
て
い

る
の
は
注
意
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
匡
衡
が
そ
れ
を
作
成
し
た
の
は

一
条

天
皇
の
永
延
二
年
二
月
二
日
と
推
定
さ
れ
る

（
『
日
本
暦
日
便
監
菖
）
。

３
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で
は
、
平
安
時
代
に
人
々
が
庚
申
の
日
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
た

か
を
み
て
い
こ
う
。

藤
原
篤
茂
は
、

「冬
夜
守
庚
申
。
同
賦
修
竹
冬
青
０
応
教
」

（
『本
朝

文
粋
』
）
に
於
い
て
、

「夫
守
庚
申
者
ｏ
玄
元
聖
祖
之
懲
一〓ヽ

世
揚
其
余

波
。
人
伝
其
遺
跡
。
」
と
述
べ
、
続
い
て
、

或
至
此
夜
。
不
眠
達
明
。
於
是
開
紅
値
。
命
緑
爵
“
左
弦
管
。
右
詩

篇
。
…
潮
風
瞬
月
之
思
。
対
暁
虹
而
猶
品
。

と
、
酒
を
飲
み
、
管
弦
と
詩
歌
の
遊
び
を
し
て
、
庚
申
の
為
の
徹
宵
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
庚
申
の
日
の
徹
宵
に
つ
い
て

は
、
円
仁
の

『入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
承
和
五
年
十

一
月
二
十
六
日
の
条

に
、

「人
咸
不
睡
。
与
本
国
正
月
庚
申
之
夜
同
也
」
と
、
中
国
揚
州
の
人

達
が
皆
こ
の
夜
眠
ら
な
か
っ
た
の
を
、
日
本
の
庚
申
の
夜
と
同
様
で
あ
る
、

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
日
本
に
於
け
る
庚
申
の
徹
宵
を
示
す
最
古
の

文
献
資
料
と
言
え
る
（注
４
）。
気
に
な
る
の
は
、

「正
月
庚
申
之
夜
」
と

あ
っ
て
、
単
に

「庚
申
之
夜
」
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
庚
申
の
日
は
六

十
日
に
一
回
巡

っ
て
来
る
の
で
、
当
然
、
正
月
以
外
の
月
に
も
庚
申
の
日

は
当
た
る
事
に
な
る
。
こ
う
い
う
場
合
、
徹
宵
は
行
わ
れ
な
か

っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
庚
申
の
徹
宵
が
正
月
だ
と
徹
底
し
て
行

わ
れ
て
い
た
が
、
正
月
以
外
の
月
で
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
、

と
い
う
位
に
解
釈
し
て
於
ぐ
の
が
穏
や
か
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
現
存
の
庚
申
資
料
に
は
正
月
の
例
は
多
く
な
い
。
後

一
条

天
皇
時
代
迄
に
天
元
五
年
、
永
観
三
年
、
寛
弘
三
年
（注
５
）、
長
九
四
年

の
四
例
が
あ
る
。
が
、
天
徳
二
年
に
は
庚
申
が
正
月
に
な
く

（
『
日
本
暦

日
便
覧
』
）
、
永
観
三
年
止
月
十
五
日
の
御
庚
申
の
儀
は
、

「依
明
日
節

会
事
不
及
通
夜
。
丑
時
許
退
出
」

（
『小
右
記
』
）
と
、
翌
十
六
日
の
節

会
の
儀
に
備
え
、
宮
中
で
徹
宵
す
る
こ
と
な
く
、
午
前
二
時
頃
に
実
資
は

退
出
し
て
い
る
し
、
長

冗
四
年
正
月
十
二
日
の
御
庚
申
は
、

「御
斎
会
間

可
無
便
彼
是
云
々
、
亦
奏
斯
由
、
働
停
上

（止
ヵ
）

（
『小
右
記
』
）
と
、

御
斎
会
の
間

（正
月
八
日
か
ら
十
四
日
）
で
あ
る
か
ら
と
停
止
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
後
者
二
例
が
示
す
よ
う
に
、
正
月
に
は
行
事
が
多
く
、

庚
申
の
日
に
重
い
行
事
が
重
な
る
と
、
庚
申
は
行
わ
れ
な
か

っ
た
、
と
い

う
こ
と
が
正
月
庚
申
の
記
録
を
少
な
く
し
て
い
る

一
理
由
で
は
な
か
ろ
う

か
。

コ
一月
中
の
十
日
、
年
の
は
じ
め
の
か
う
し
ん
い
で
き
た
る
に
、
春
宮

の
き
み
た
ち
御
つ
ぼ
ね
ご
と
に
」

（
『宇
津
保
物
語
』
）
、

「正
月
に
庚

申
出
で
来
た
れ
ば
、
…
若
き
人
々

『年
の
は
じ
め
の
庚
申
な
り
。
せ
さ
せ

給

へ
』
と
申
せ
ば
、

『
さ
ば
』
と
て
」

（
『栄
華
物
塁
〓

）
と
あ
り
、

「年
の
は
じ
め
の
庚
申
」
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の

例
も
、
現
存
の
庚
申
資
料
か
ら
は
多
い
と
は
言
え
な
い
。
又
、

『西
宮
記
』

で
は

「御
庚
申
事
」
を
二
月
の
条
に
掲
げ
て
い
る
こ
と
も
注
意
し
て
お
き

た
い
。

さ
て
、
円
仁
の
記
録
に
拠

っ
て
、
承
和
五
年
頃
に
は
日
本
で
も
守
庚
申

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
そ
れ
を
し
て
い
る

人
が
史
料
に
見
い
だ
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
記
録
か
ら
五
十
年
後
の
こ
と
に

な
る
。

菅
原
道
真
は
国
守
と
し
て
赴
任
こ
て
い
た
讃
岐
で
庚
申
の
夜
に
二
首
の
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詩
を
作

っ
て
い
る
。
そ
の
一
首
を
掲
げ
よ
う
。

故
人
詩
友
苦
相
思
　
　
霜
月
臨
窓
独
詠
時
　
　
副
回
鋼
紺
刻
副
ク

庚
申
夜
半
暁
光
遅
　
　
燈
前
反
覆
家
消
息
　
　
酒
後
当
局
世
検
夷

為
客
以
来
不
安
寝

　

眼
開
豊
只
守
三
Ｆ

（
『菅
家
文
草
』
所
収

「庚
申
夜
　
述
所
懐
」
）

こ
の
、
傍
線
部
分
を

『和
漢
朗
詠
集
』

「庚
申
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
七

言
律
詩
は
、
道
真
の
庚
申
の
徹
宵
の
様
子
を
説
明
す
る
手
が
か
り
に
な
る
。

「眼
開
豊
只
守
三
Ｆ
」
の
句
は
、
三
Ｆ
が
体
外
に
抜
け
出
す
こ
と
を
寝
ず

に
番
を
し
て
守

っ
て
い
る
こ
と
を
詠
じ
た
も
の
で
、
こ
こ
に
庚
申
の
徹
宵

の
意
味
が
示
さ
れ
て
い
る
。
三
Ｆ
は
、

「
日
庚
申
幸
其
人
之
昏
睡
出
識
於

帝
」

（
『柳
河
東
集
』
）
と
あ
る
よ
う
に
、
人
の
眠
り
に
乗
じ
て
、
体
内

か
ら
抜
け
出
す
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
道
真
の
こ
の
不
眠
は
、
庚
申
と

い
，？
」
と
に
、

「為
客
以
来
不
安
寝
」
と
、
客
愁
か
ら
く
る
も
の
が
重
ね

ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
詠
じ
方
は
、
彼
の
愛
好
し
た
自
楽
天
の

詩
に
、

「年
衰
自
無
睡
　
不
是
守
三
Ｆ
」

（
『自
楽
天
詩
集
』
所
収

「不

睡
」
）
と
、
老
い
て
の
不
眠
に
、
三
Ｆ
を
守

っ
て
の
不
眠
を
連
想
し
て
い

る
の
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
道
真
は
、

「独
詠
時
」
と
あ
る
の
で
、

こ
の
庚
申
の
徹
宵
を

一
人
で
し
て
い
る
、
と
思
わ
れ
る
。
讃
岐
で
は
彼
と

風
流
を
楽
し
む
こ
と
の
出
来
る
人
は
い
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

「故
人

詩
友
苦
相
思
」
と
、
昔
な
じ
み
の
詩
友
を
痛
切
に
思
い
出
し
て
い
る
の
は
、

一昼
都
で
は
、
庚
申
の
夜
に
は
宴
席
で
詩
友
と
肩
を
並
べ
、
作
文
会
に
詩
を

作
り
、
闘
わ
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

「庚
申
夜
半
暁
光
遅
」
、　
一
人

で
の
徹
宵
は
長
く
感
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
道
真
は
こ
の
長
い
庚
申
の
夜

を

一
人
淋
し
く
、
都
の
詩
友
を
懐
か
し
く
想
い
だ
し
た
り
、
窓
外
の
月
を

眺
め
て
は
物
思
い
に
耽

っ
た
り
、
都
の
家
か
ら
き
た
手
紙
を
繰
り
返
し
読

ん
だ
り
、
そ
し
て
、
こ
の
夜
の
心
境
を
詩
に
作

っ
た
り
し
て
過
ご
し
た
の

で
あ
っ
た
。
も
う

一
首
の
詩
に
は

「四
五
更
来
無

一
事
　
咲
看
児
輩
学
吟

詩
」

（
『管
家
文
草
』
所
収

「同
諸
小
児
、
旅
館
庚
申
夜
、
賦
静
室
寒
燈

明
之
詩
」
）
と
、
道
真
は
子
供
と
共
に
徹
宵
し
て
い
て
、
彼
ら
が
詩
を
吟

唱
す
る
稽
古
を
見
守
っ
て
い
た
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。
猶
、
先
の
詩
の
製

作
年
代
は
、

「己
酉
年
」
か
ら
寛
平
元
年
で
あ
る
こ
と
は
分
か

っ
て
い
る

が
、
月
日
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
年
の
冬
の
庚

申
の
日
を
探
す
と
十
月
二
日
と
十
二
月
二
日

（
『
日
本
暦
日
便
覧
』
）
で
、

「冬
日
少
」
と
あ
る
の
で
十
二
月
二
日
と
推
測
す
る
。

こ
の
庚
申
の
徹
宵
の
様
子
は
、
中
国
趣
味
を
持
つ
道
真
の
も
の
で
は
あ

る
が
、
あ
く
ま
で
地
方
に
あ
る

一
受
領
の
も
の
で
あ
っ
て
、
都
の
貴
族
の

も
の
と
は
異
な
る
、
と
い
う
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
思
う
。

八
月
十
五
夜
か
む
し
ん
の
よ
、
大
に
の
み
た
ち
に
て
、
さ
う
の

こ
と
に
か
り
の
心
あ
る
う
た
よ
み
て
い
た
さ
れ
た
り

こ
と
の
う
へ
に
ひ
き
つ
ら
ね
た
る
か
り
か
ね
の
お
の
か
こ
ゑ
ゝ
ゝ
め

つ
ら
し
き
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
『私
家
集
大
成
』

所
収
―
以
下
同
書
　
『し
け
ゆ
き
』

（西
本
願
寺
蔵

「
三
十
六
人
集
」
）
〕

こ
れ
は
、
源
重
之
が
勅
命
を
受
け
、
書
の
名
人
で
あ
る
大
弐
藤
原
佐
理
に

自
分
の
歌
を
御
手
本
に
書
い
て
貰
う
為
に
太
宰
府
に
下
向
し
た
時
の
こ
と

で
あ
ろ
う

（
『し
け
ゆ
き
』
）
。
こ
の
折
に
は
、
和
歌
だ
け
で
は
な
く
、

管
弦
の
遊
び
も
催
さ
れ
て
い
る
。
道
真
の
場
合
と
同
様
、
地
方
に
あ
る
受
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領
の
守
庚
申
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
歌
、
管
弦
の
遊
び
が
催
さ
れ
て
い

る
の
は
、
帝
か
ら
お
手
本
に
書
く
歌
を
所
望
さ
れ
る
ほ
ど
の
重
之
と
共
に

守
庚
申
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
、
と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
か
と
思
う
。

な
お
、

「
よ
の
手
書
き
」

（
『大
鏡
』
）
と
い
わ
れ
る
佐
理
は
、
実
頼
の

孫
で
、　
一
条
天
皇
の
正
暦
二
年
正
月
二
十
七
日
に
参
議
を
辞
し
て
、
太
宰

大
弐
に
な
り
、
任
地
に
あ
っ
た

（
『公
卿
補
人
』
）
。
こ
の
庚
申
の
年
で

あ
る
が
、
佐
理
の
太
宰
大
弐
の
在
任
期
間
内
の
、
八
月
十
五
日
が
庚
申
の

日
に
当
た
る
年
を
探
せ
ば
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ

れ
に
該
当
す
る
年
は
延
喜
七
年
し
か
見
い
だ
し
得
な
い

（
『
日
本
暦
日
便

覧
』
）
。
こ
の
年
で
は
、
重
之
の
出
生
説

（目
加
田
さ
く
を
著

『源
重
之

集

。
子
の
僧
の
集

・
重
之
女
集
全
釈
』
）
の
一
番
早
い
も
の
で
も
、
ま
だ

誕
生
よ
り
二
十
年
も
前
に
な
っ
て
し
ま
う
。
従

っ
て
、

「八
月
十
五
夜
」

に
は
問
題
は
あ
る
が
、
と
に
か
く
、
こ
の
庚
申
の
年
は
佐
理
の
大
弐
在
任

中
で
あ
る
。

で
は
、
都
の
貴
族
は
ど
の
よ
う
に
守
庚
申
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
１
）
十
月

一
日
、
か
む
し
に
人
ゝ
う
た
よ
み
し

（
『増
基
法
師
集
』

（書
稜
部
蔵
）
〕

（
２
）
藤
大
夫
誠
信
の
家
に
、
五
月
つ
い
た
ち
な
る
か
う
し
む
す
る
に
、

暁
に
な
り
て
に
は
と
り
の
鳴
を
き
ヽ
て
、
女
房
の
い
ひ
い
た
す

〔
『順
集
』

（書
陵
部
蔵

「
三
十
六
人
集
」
〕

（
３
）
十

一
月
廿
七
日
、
か
の
え
き
る
の
夜
、
ひ
ん
か
し
山
し
や
う
と

し
と
い
ふ
寺
に
て
、
あ
る
や
ん
こ
と
な
き
人
、
ヽ
ゝ
あ
つ
め
て
よ

ま
せ
給
、
そ
の
題
は
、
さ
く
り
つ
ゝ
そ
よ
み
け
る

（
『恵
慶
集
』

（書
陵
部
蔵
）
〕

（
４
）
お
な
し
大
将
の
家
に
、
な
か
月
は
か
り
の
か
う
し
ヽ
侍
し
に
、

き
く
の
花
　
　
　
　
（
『元
輔
集
』

（正
保
版
本

「歌
仙
集
」
）
〕

（
５
）
横
川
に
の
ぼ
り
給
ひ
て
、
懺
法
お
こ
な
ひ
給
ふ
と
て
お
は
す
る

に
、
七
日
の
日
の
早
朝
よ
り
雨
の
降
る
に
、
い
と
つ
れ
づ
れ
な
る

に
、
こ
れ
か
れ
集
ま
り
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
る
こ
と
を
言
ひ
し
ろ
ふ

に
、
聞
き
給
う
て
、
こ
と
わ
か
に
わ
き
て
歌
や
は
合
は
せ
ぬ
と
の

給
は
す
れ
ば
、
い
ど
み
て
庚
申
に
も
あ
り
け
り
と
て
合
は
す

（
『平
安
朝
歌
合
大
成
』
所
収

「堀
川
中
納
言
家
歌
合
」
）

庚
申
の
夜
、
貴
族
達
は
人
々
を
集
め
て
歌
会
を
催
し
た
。

「大
夫
」
―

五
位
の
意
で
あ
ろ
う
、

「
（近
衛
）
大
将
」
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

身
分
の
上
下
無
く
催
し
て
い
る
。
場
所
は
自
邸
が
多
く
、
時
に
、
別
荘
や

寺
院
の
場
合
も
あ
る
。

（
５
）
の
例
は
比
叡
山
横
河
の
整
房
で
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

歌
合
は
早
朝
か
ら
の
雨
に
退
屈
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
庚
申
の
徹
宵

の
為
に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、

「庚
申
に
も
あ
り
け
り
」
に
は
、

当
時
、
庚
申
と
い
う
と
歌
合
を
連
想
す
る
風
潮
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
歌
合
は
円
融
天
皇
の
一大
延
三
年
二
月
十

七
日
庚
申
に
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

（
『平
安
朝
歌
合
大
成
』
）
。

そ
の
他
に
つ
い
て
も
何
年
の
事
か
と
言
う
と
、

（
１
）
は
、
増
基
生
存

中
の
、
十
月

一
日
が
庚
申
に
当
た
る
年
に
な
る
か
ら
、
天
暦
十
年
で
あ
り
、

（
２
）
は
、
順
の
生
存
中
の
、
五
月

一
日
が
庚
申
に
当
た
る
年
に
な
る
か

ら
、
天
慶
四
年
で
あ
り
、

（
３
）
は
、
恵
慶
の
生
存
中
の
、
十

一
月
二
十
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七
日
が
庚
申
に
あ
た
る
年
に
な
る
か
ら
、
天
慶
八
年
か
長
和
元
年
に
な
る
、

と
推
定
さ
れ
る

（
『
日
本
暦
日
便
電
』
）
（注
６
）。

（
４
）
は
、
推
定
出

来
な
い
。
が
、

「大
将
」
を
師
ア

（天
徳
元
年
四
月
二
十
四
日
右
大
将
、

安
和
二
年
八
月
十
二
日
止
大
将
）
、
済
時

（貞
元
二
年
十
月
十

一
日
右
大

将
、
長
徳
元
年
四
月
二
十
三
日
辞
大
将
）
と
す
る
二
説

（森
本

一
恵
著

『清
原
一ル
顧
集
全
釈
』
）
が
あ
る
の
で
、
元
輔
生
存
中
の
、
こ
の
二
人
の

大
将
在
任
期
間
中
が
手
が
か
り
に
な
る
位
で
あ
る
。

（
１
）
依
物
忌
重
籠
居
、
籠
物
忌
人
々
守
庚
申
、
賦
詩
読
和
歌
、

（
『御
堂
関
白
記
』
―
以
下
同
書
　
寛
弘
元

・
閏
九

・
九
）

（
２
）
有
庚
申
事
、
僧
同
之
、
作
文
、
殿
上
人

一
種
物
持
来
、

（寛
弘
二

・
五

・
十
三
）

（
３
）
上
達
部
七
八
人
許

・
殿
上
人
会
合
、
守
庚
申
、
有
作
文
事
、
題

池
水
後

（浮
ヵ
〕
明
月
、
韻
澄
、
　

　

　

（寛
弘
二

。
九

・
十
五
）

（
４
）
守
庚
申
、
有
作
文
、
夏
夜
池
台
即
事
、
　

（寛
弘
五

・
五

・
一
）

（
５
）
上
達
部
五
六
人
許
被
来
、
作
文
者
七
八
人
許
守
庚
申
、
題
落
葉

だ
舟
、
其
次
有
管
弦
事
、　
　
　
　
　
　
　
（長
和
二

・
十

・
二
）

先
に
少
し
触
れ
た
が
、
忠
平
、
師
輔
、
実
頼
、
行
成
達
に
は
、
彼
ら
自

身
が
自
邸
で
守
庚
申
を
お
こ
な

っ
て
い
る
こ
と
を
日
記
に
記
す
こ
と
は
全

く
な
い
の
に
対
し
て
、
道
長
に
は
そ
れ
が
右
の
引
用
に
見
る
様
に
あ
る
。

（
１
）
の
例
は
、
重
い
物
忌
で
籠
居
し
て
い
る
身
で
あ
っ
て
、
守
庚
申

を
し
、
賦
詩
と
詠
歌
の
遊
び
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
道
長
邸
の
守
庚
申
の
記
録
に
は

「作
文
」
は
じ
る
さ
れ
る
が
、
詠

歌
は
こ
こ
一
例
で
あ
る
。

（
２
）
は
、
僧
が
守
庚
申
に
侍
し
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
が
、
道
長

邸
で
は
こ
の
月
の
四
日
か
ら

（二
十
六
日
迄
）
法
華
三
十
講
が
始
め
ら
れ

て
い
て
、
こ
の
日
、

「講
説
後
依
僧
等
命
、
召
左
右
騎
射
、
三
以
上
令
射
」

と
い
う
こ
と
も
し
て
い
る
。
し
か
し
、
既
に
恵
慶
、
増
基
の
例
に
見
た
よ

う
に
、
僧
の
守
庚
申
も
珍
し
い
こ
と
で
も
無
い
よ
う
で
あ
る
。
殿
上
人
が

一
種
物
を
持

っ
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
も
お
も
し
ろ
い
。

（
５
）
は
、
作
文
と
管
弦
の
遊
び
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
道
長
邸
の
守

庚
申
の
記
録
に
は
管
弦
を
記
し
た
の
は
こ
の

一
例
だ
け
で
あ
る
。

（
３
）
の

「上
達
部
七
八
人
許
」
の
中
の

一
人
は
参
議
藤
原
行
成
で
あ

っ
た
こ
と
が
彼
の
日
記

『権
記
』
か
ら
明
か
に
な
る
。
中
途
、
退
席
し
て

い
る
が
。
又
、
殿
上
人
の
中
の
一
人
は
大
江
匡
衡
で
、
彼
は
作
文
会
に
詩

を
作

っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
時
、
東
三
条
第
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

（
『江
吏
部
集
』
所
収

「暮
秋
。
左
相
府
東
三
条
第
守
庚
申
同
賦
池
水
浮

旧
百
詩

。
」
）
。

（
４
）
の
記
事
は
簡
略
で
、
出
席
者
や
そ
の
人
数
等
の
記
述
は
無
い
が
、

儀
同
三
司
藤
原
伊
周
、
大
江
匡
衡
が
出
席
し
て
い
た
こ
と
は
、

（
４
）
に

見
ら
れ
る
詩
の
題
で
作

っ
た
二
人
の
詩
が
有
る
こ
と
か
ら
明
か
で
あ
る

（
『江
吏
部
集
』
、

『本
朝
麗
藻
』
）
。
そ
の
、
伊
周
の
詩
に
は
、

「囲

碁
掩
韻
及
鶏
鳴
」

（
「夏
夜
池
亭
即
事
」
）
と
あ
り
、

（
４
）
の
折
に
は

作
文
だ
け
で
は
無
く
、
碁
の
遊
び
も
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
、
貴
族

（臣
下
）
の
守
庚
申
を
見
て
き
た
が
、
次
に
天
皇
の
そ
れ

を
見
る
事
に
す
る
。
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４

天
皇
の
場
合
、
御
庚
申
の
儀
次
第
が
あ
る
。

若
有
御
庚
申
。
蔵
人
奉
仰
。
装
束
東
孫
廂
南
五
間
東
頭
。
立
御
屏
風
。

其
内
鋪
畳
為
王
卿
侍
臣
之
座
。
内
蔵
寮
弁
備
酒
餞
。
賜
之
侍
臣
。
又

進
碁
手
。

〈先
献
御
料
物
。
分
男
女
房
〉
王
卿
依
召
候
御
前
。
御
厨

子
所
供
栗
子
干
物
御
酒
。
終
夜
之
間
。
有
打
極
之
事
。
或
有
賦
詩
献

歌
之
事
。
及
干
暁
更
令
侍
臣
奏
弦
管
。
遅
明
給
禄
有
差
。

勅
命
に
よ
り
蔵
人
が
出
席
者
の
座
を
整
え
る

（注
７
）。
内
蔵
寮
で
は

侍
臣
に
賜
う
酒
餞
と
、
一大
皇
と
男
女
房
の
為
の
碁
手

（賭
物
）
を
整
え
る
。

天
皇
が
出
御
さ
れ
る
と
、
王
卿
を
御
前
に
召
さ
れ
る
（注
８
）。
御
厨
子
所

か
ら
菓
子

・
干
物

。
お
酒
が
奉
ら
れ
、
夜
通
し
碁
や
難
（注
９
）、
詩
歌
の

遊
び
を
行
い
、
明
け
方
に
な
る
と
侍
臣
が
管
弦
を
奏
し
、
早
朝
に
禄
を
賜

っ
て
退
出
す
る
。
以
上
は
、
村
上
天
皇
時
代
の
成
立
と
さ
れ
る

霊
理
露
式
』

の

「御
庚
申
事
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

今
夜
０
内
蔵
寮
設
庚
申
具
。
亥
剋
召
侍
臣
於
前
打
擁
。
及
丑
刻
奏
弦

歌
。
暁
更
男
女
房
献
倭
歌
。
令
右
中
弁
左
忠
読
了
。
比
明
。
令
左
近

少
将
済
時
唱
見
参
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『村
上
天
皇
御
記
』
）

こ
れ
は
、
応
和
二
年
五
月
四
日
の
御
庚
申
の
記
録
で
、
種
々
の
遊
び
の
進

行
状
況
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
午
後
十
時
頃
（注
１０
）
に
侍
臣
を
御
前
に
召

し
、
撻
の
遊
び
を
始
め
、
午
前
二
時
頃
に
な
る
と
管
弦
と
唱
歌
の
遊
び
に

移
り
、
明
け
方
に
献
歌
の
こ
と
に
な
り
、
明
け
る
に
至
っ
て
見
参
を
と
る
、

と
い
う
次
第
で
あ
る
。
少
し
気
に
な
る
の
は
こ
の
例
が
、　
コ
列儀
式
』
の

「御
庚
申
事
」
の
記
述
と
は
献
歌
と
管
弦
の
順
序
を
逆
に
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
点
は
臨
機
応
変
で
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
応
和
二
年

五
月
四
日
と
同
様
、
弦
歌
、
献
歌
の
順
序
で
行
わ
れ
て
い
る
例
が
多
い
（注

Ｈ
）。
猶
、
こ
の
折
の
歌
合
は
、
天
皇
か
ら

「明
日
は
五
日
時
鳥
を
待
つ
」

と
い
う
題
を
賜
り
、
殿
上
人
と
女
房
が
左
右
に
分
か
れ
て
の
九
番
十
八
首

の
歌
合
で
、
天
皇
の
判
が
あ
る

（
『平
安
朝
歌
合
大
成
』
所
収

「応
和
二

年
五
月
四
日
庚
申
内
裏
歌
合
」
）
。

同
じ
く
村
上
天
皇
の
御
庚
申
で
、
天
暦
七
年
十
月
十
三
日
の
管
弦
の
遊

び
に
関
す
る
記
述
が
、

「大
納
言
高
明
卿

。
伊
与
守
雅
信
朝
臣
御
前
に
候
。

楽
所
の
輩
は
御
壷
に
ぞ
候
け
る
。
大
納
言
琵
琶
を
弾
じ
、
朱
雀
院
の
め
の

と
備
前
命
婦
、
簾
中
に
て
琴
を
弾
じ
け
り
。
」

（
『古
今
著
問
集
』
）
と

あ
り
、
御
前
に
祗
候
し
て
い
た
公
卿
と
簾
中
に
あ
る
上
の
女
房
が
合
奏
す

る
と
い
う
こ
と
は
多
々
有

っ
た
ら
し
い
。

撻
の
遊
び
で
も
村
上
天
皇
の
御
庚
申
の
折
の
も
の
が

『大
鏡
』
に
記
さ

れ
て
い
て
、

「九
条
殿
、

『
い
で
今
宵
の
難
つ
か
う
ま
つ
ら
む
』
と
仰
せ

ら
る
ま
ま
に
、

『
こ
の
早
ま
れ
た
ま
へ
る
御
子
、
男
に
お
は
し
ま
す
べ
く

は
、
調
六
出
で
来
』
と
て
、
打
た
せ
た
ま
へ
る
け
る
に
、
た
だ

一
度
に
出

で
く
る
も
の
か
」
と
、
師
輔
が
撻
を
打
ち
、
懐
妊
中
の
娘
安
子
に
男
皇
子

の
誕
生
す
る
事
を
占

っ
て
、
こ
の
時
、
祗
候
し
て
い
た
第

一
皇
子
の
祖
父

元
方
を
青
く
さ
せ
、
後
聾
死
方
が
怨
霊
と
な
る
原
因
を
作

っ
た
、
と
い
う

話
で
あ
る
。
こ
れ
が
事
実
で
有
る
か
否
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
う
い
う

話
が
通
る
世
の
中
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
も
し
事
実
と
す
れ
ば
、

こ
の
庚
申
の
日
は
、
第

一
皇
子
広
平
の
誕
生
が
月
日
は
分
か
ら
な
い
が
、
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天
暦
四
年
で
あ
る
こ
と
と
、
安
子
が
こ
の
時
身
ご
も
っ
て
い
た
第
二
皇
子

憲
半
の
誕
生
が
天
暦
四
年
五
月
二
十
四
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
月
二
十

二
日
は
壼
昼
半
誕
生
の
前
日
だ
か
ら
除
外
し
て
、
天
暦
四
年
の

一
月
二
十
二

日
か
、
二
月
二
十
二
日
か
の
い
づ
れ
か
に
な
る

（
『
日
本
暦
日
便
覧
』
）
。

猶
、
花
山
天
皇
の
寛
和
元
年

一
月
十
五
日
の
御
庚
申
の
折
、
撻
の
遊
び
が

「石
灰
壇
」

（
『小
右
記
』
）
で
行
わ
れ
て
い
る
。

又
、
撻
の
遊
び
の
折
の

「碁
手
」
で
あ
る
が
、
醍
醐
天
皇
の
延
喜
十
八

年
八
月
二
十
日
の
御
庚
申
の
記
録
に
、

「
内
蔵
寮
…
進
碁
手
銭
十
三
貫

全

貫
御
料
、
九
貫
墨
房
、
三
貫
女
房
〉
」

（
『西
宮
記
』
）
と
あ
り
、

「召
仰
内
蔵
寮
…
…
令
進
碁
手
銭

〈
…
銭
五

〔二
歓
〕
十
貫
、
而
司
進
六

貫
〉
」

（
『親
信
記
』
天
延
元

・
五

・
七
）
と
、
醍
醐
天
皇
と
円
融
天
皇

の
御
庚
申
に
内
蔵
寮
が
献
上
し
た
碁
手
銭
の
量
を
し
る
し
て
い
て
、
前
者

の
場
合
、
そ
れ
が
天
皇
と
男
女
房
に
配
分
さ
れ
た
量
ま
で
し
る
さ
れ
て
い

る
の
は
注
意
さ
れ
る
。
前
者
の
折
、

「亥
時
侍
臣
提
賭
物
参
上
」

（
『西

宮
記
』
）
と
あ
る
の
も
注
意
さ
れ
る
。
猶
、　
一
墾
大
皇
の
寛
弘
三
年

一
月

十
七
日
と
長
保
元
年
六
月
九
日
の
御
庚
申
の
折
、
倫
子
か
ら
菓
子

・
紙

。

筆

・
墨
等
が
送
ら
れ
て
い
る

（
『御
堂
関
自
記
』
。
）

と
こ
ろ
で
、
御
庚
申
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『西
宮

記
』
掲
載
の
延
喜
二
年
七
月
十
七
日
の
も
の
が
菅
見
で
は
最
古
で
あ
る
。

が
、
そ
れ
は
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

後
院
調
餞
賭
物
、
依
御
物
忌
御
簾
中
、
簾
外
装
束
如
常
、
有
掩
韻
事
、

と
あ
り
、

「簾
外
装
東
如
常
」
か
ら
こ
れ
以
前
に
御
庚
申
の
儀
が
行
わ
れ

て
い
た
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
餞
と
賭
物
が
後
院
で
調
え
ら
れ
て
い

て
、
延
喜
二
、
三
年
の
両
年
は
同
様
で
あ
っ
た

（
『西
宮
記
』
）
が
、
前

記
の
よ
う
に
、

『新
儀
式
』
な
ど
で
は
、
餞
と
賭
物

（碁
手
）
は
内
蔵
寮

で
調
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
他
に
事
情
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

未
だ
御
庚
申
の
儀
が
定
着
せ
ず
、
歴
史
の
浅
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
従

っ
て
、
延
喜
二
年
か
ら
そ
う
は
遡
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

猶
、
延
喜
十
八
年
八
月
二
十
日
の
御
庚
申
の
折
は
、
内
蔵
寮
で
あ
る
。
又
、

先
に
道
長
が
物
忌
中
に
守
庚
申
を
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
が
、
早
く
に

こ
こ
に
天
皇
の
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

『西
宮
記
』
に
は
こ
の
例

以
外
に
三
例
、
醍
醐
天
皇
の
御
庚
申
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、

延
喜
十
六
年
七
月
七
日
の
御
庚
申
で
は
、　
７
督
身
‘
甲
、
小
舎
人
源
相
平

舞
輪
台
」
と
あ
り
、
舞
踏
が
記
述
さ
れ
て
い
る
の
は
珍
し
い
（注
１２
）０
猶
、

こ
の
日
は
七
夕
で
も
あ
り
、

「星
橋
度
雲
衣
」
の
題
で
献
詩
の
こ
と
が
行

わ
れ
て
い
る
。

同

（延
喜
）
三
年
二

一
、
召
王
卿
給
酒
奏
糸
竹
、
左
大
臣
仰
中
納
〓言

湛
朝
臣
令
献
書
言
、
召
公
卿
供
御
酒
、
以
恩
盃
給
式
部
卿
、
拝
舞
給

禄
有
差
、

こ
の
記
録
は
、
延
喜
三
年
二
月

一
日
が
庚
申
で
は
な
い

（
『
日
本
暦
日

便
覧
』
）
と
い
う
こ
と
で
問
題
は
有
る
が
、
左
大
臣
藤
原
時
平
が
源
湛
に

命
じ
て
、
天
皇
の
ご
長
命
で
あ
ら
れ
る
こ
と
を
祝
，２
三
蕃
を
献

っ
て
い
る

の
は
、
長
生
き
の
為
の
守
庚
申
の
意
味
が
反
映
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。干

時
夜
燭
頻
報
。
晨
光
欲
明
。
酌
黄
軒
之
酒
泉
。
献
千
歳
於
我
后
。

開
紫
庭
之
詩
席
。
快

一
日
於
群
臣
。
　
　

　

（
『江
吏
部
集
』
所
収
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「七
言
。
夏
夜
守
庚
申
侍
清
涼
殿
同
賦
避
暑
対
水
石
応
製

一
首
」
）

こ
れ
は
長
保
年
間
の

一
粂
大
皇
の
御
庚
申
の
折
、
大
江
匡
衡
が
清
涼
殿
に

侍
し
、
作
文
会
に
作

っ
た
詩
序
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、

「献
千
歳
於
我
后
」

と
、
延
喜
三
年
の
例
と
同
じ
く
天
皇
の
ご
長
寿
を
祝
し
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
こ
の
詩
序
に
は
、
又
、

「伝
延
喜
之
旧
儀
。
風
罷
三
風
。
己

開
長
保
之
宝
暦
。
於
是
守
庚
申
而
不
廃
延
齢
之
術
。
賞
佳
辰
而
不
忘
楽
善

之
心
」
と
も
あ
り
、　
一
条
天
皇
の
御
庚
申
が
醍
醐
天
皇
の
そ
れ
を
規
範
に

し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
の
点
を
考
慮
す
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。

一
会
大
皇
の
御
庚
申
は
十
二
例
の
記
録
が
残
り
、
後

一
条
天
皇
迄
の
間

で
は

一
番
多
い
。
こ
の
中
に
は
、

「皇
后
者
国
母
也
、
期
年
之
喪
未
開
其

服
、
今
有
此
事
、
人
或
云
々
」

（
『権
記
』
長
保
三

・
十

。
二
十
一こ

と
、

皇
后
定
子

（長
保
二
年
十
二
月
十
六
日
崩
御
）
の
一
周
忌
が
開
け
な
い
の

に
、
御
庚
申
に
管
弦
の
遊
び
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
非
難
を
浴
び
て

い
る
の
も
有
る
。

蔵
人
頼
国
来
…
云
、
仰
、
可
有
御
庚
申
事
、
可
参
陣
方
…
有
作
文
、

題
織
女
理
容
色
、
為
時
作
序
、
夜
半
許
、
従
斎
院
中
宮
琵
琶

。
琴
等

被
奉
、
是
其

（裏
書
）
七
日
形
也
、
入
腹
虫
昴
等
、
使
者
仁
久
る
を

捕
留
給
禄
云
々
、
　
　
　
　
（
『御
堂
関
白
記
』
寛
弘
六

・
七

・
七
）

こ
の
折
の
作
文
会
で
は
紫
式
部
の
父
為
時
が
詩
序
を
作
り
、
大
江
匡
衡
が

応
製
詩

（
『江
吏
郡
集
』
所
収

「七
夕
守
庚
申
同
賦
織
女
理
容
色
応
製
」
）

を
作

っ
て
い
る
。

「夜
半
許
」
に
斎
院
選
子
内
親
王
か
ら
中
宮
彰
子
に
、

腹
二
局
を
入
れ
た
琵
琶
や
琴
等
が
献
ら
れ
て
い
る
の
は
注
意
さ
れ
る
。
こ

れ
は
こ
の
御
庚
申
の
儀
に
寄
せ
て
、

「人
身
中
有
三
Ｆ
」
（
『医
心
方
』
）、

「大
清
経
日
三
Ｆ
其
形
…
下
Ｆ
日
彰
嬌
自
色
居
腹
令
人
好
色
淫
渋
」

（同

書
）
を
根
底
に
置
い
て
の
風
流
事
で
あ
ろ
う
。
こ
の
、
斎
院
と
中
宮
の
庚

申
の
夜
の
交
渉
は
、
中
宮
も
天
皇
と
共
に
守
庚
申
を
し
て
い
た
、
と
推
測

さ
せ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
形
で
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
問
題

で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
に
、
妃
達
の
御
庚
申
の
折
の
様
子
を
探

っ
て
み
よ
う
。

フ
理
警
書

、

『西
宮
記
』
は
無
論
、
他
の
御
庚
申
の
儀
の
記
述
に
も

天
皇
妃
達
が
出
席
し
た
こ
と
を
記
す
も
の
は
な
い
。
天
皇
、
皇
太
子
、
王

卿
畳
臣
の
座
は
準
備
さ
れ
る
が
、
皇
后
と
か
女
御
と
か
の
座
に
つ
い
て
は

全
く

一
言
の
記
述
も
な
い
。
他
の
行
事
で
も
同
様
で
、
そ
れ
が
普
通
で
あ

る
が
。
だ
が
、
そ
う
い
う
も
の
に
記
述
が
無
い
か
ら
と
言

っ
て
、
天
皇
妃

達
が
廻
庚
申
に
出
席
し
て
い
な
い
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
す
ぐ
に
思
い
出

さ
れ
る
の
が
、

『源
氏
物
語
』
の
花
宴
の
こ
と
で
、　
コ
一月
の
二
十
日
あ

ま
り
、
南
殿
の
桜
の
宴
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。
后
、
春
宮
の
御
局
、
左
右
に
し

て
、
参
う
上
り
た
ま
ふ
。
弘
徽
殿
女
御
、
中
宮
の
か
く
て
お
は
す
る
を
、

を
り
ふ
し
ご
と
に
安
か
ら
ず
思
せ
ど
、
物
見
に
は
え
過
ぐ
し
た
ま
は
で
参

り
た
ま
ふ
」
と
、
藤
壺
中
宮
の
御
座
所
は
玉
座
の
右
に
有
り
、
弘
徽
殿
女

御
も
何
処
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
座
は
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

天
皇
妃
で
は
な
い
が
、
東
宮
妃
の
御
庚
申
が

『宇
津
保
物
語
』
に
描
か

れ
て
い
る
。

二
月
中
の
十
日
、
年
の
は
じ
め
の
か
う
し
ん
い
で
き
た
る
に
、
春
宮

の
き
み
た
ち
、
御
つ
ぼ
ね
ご
と
に
っ
じ
。
あ
て
宮
、
さ
ら
ぬ
さ
き
よ

り
、

「殿
上

。
た
ち
は
き
の
ぢ
ん
に
く
だ
も
の
い
だ
さ
ん
」
と
お
ぼ
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す
に
、

「
よ
き
お
り
な
り
」
と
て
、
殿
に
き
こ
え
た
て
ま
つ
れ
た
ま

ふ
。
宮
の
御
だ
い
に
は
、
か
ね
の
ご
き
に
、
こ
が
ね
の
け
う
ち
、
し

ろ
が
ね
の
お
し
き
二
十
、
こ
が
ね
の
ご
き
、
御
た
つ

（だ
い
ヵ
）
の

う
ち
し
き
は
、
花
ふ
れ
う
に
う
す
も
の
か
さ
ね
た
り
。
ひ
わ
り
ご
五

十
か
、
た
ゞ
の
わ
り
ご
五
十
か
、
ひ
わ
り
ご
は
御
か
た
ゞ
ゞ
に
し
給
。

た
ゞ
の
は
殿
に
つ
か
う
ま
つ
る
ず
両
ど
も
に
お
ほ
せ
給
つ
れ
ば
、
つ

か
う
ま
つ
れ
る
。
す
へ
も
の
は
、
ま
ど
こ
ろ
よ
り
い
ゐ
四
石
ば
か
り
、

い
た
ま
さ
。
こ
の
き
の
ひ
つ
十
、
ほ
を
の
き
に
く
ろ
が
き
の
あ
し
つ

け
た
る
な
か
と
り
と
を
に
す
へ
、　
一
尺
三
ず
ん
ば
か
り
の
わ
た
き
↑

こ
の
も
ひ
に
、
な
ま
も
の

。
か
ら
も
の
。
す
し
も
の

。
か
い
つ
も
の
、

た
け
た
か
く
う
る
は
し
く
も
り
て
、
は
ま
ひ
と

（ほ
そ
ィ）
は
き
の

あ
し
つ
け
た
り
し
き
さ
ら
↑
こ
ど
も
に
す
へ
て
、　
一
石
い
る
そ
ん
十

に
さ
け
い
れ
、
ご
て
に
ぜ
に
対
貫
、
か
み

。
ふ
で
。
つ
く
ゑ
に
つ
み

て
、
色
々
の
し
き
し
つ
み
て
十
。
た
る

（た
か
ヵ
〉
つ
き
、
す
わ
う

の
つ
く
ゑ
に
ま
ゆ
み
の
か
み
あ
お
が
み

。
ま
つ
が
み

・
ふ
で
な
ど
つ

み
て
、
ご
て
に
し
た
り
。
か
づ
け
も
の
、
女
の
さ
う
ぞ
く

。
し
ら
は

り
は
か
ま
な
ど
ま
う
け
ら
れ
た
り
。
お
と
し

（お
と
ど
じ
　
。
君
だ

ち
ま
い
り
給
へ
り
。
物
ど
も
、
ひ
と
た
び
に
も
て
つ
ら
ね
て
ま
い
る
、

み
も
の
な
り
。
　
　
　
　
（本
文
は
宇
津
保
物
語
研
究
会
編
に
よ
る
）

東
宮
妃
達
は
各
部
屋
毎
に
庚
申
の
ご
馳
走
の
準
備
を
し
て
い
て
、
東
宮

の
寵
妃
貴
宮
の
、
実
際
は
父
正
頼
が
設
け
た
庚
申
の
料
物
を
記
し
て
い
る
。

東
宮
御
自
身
の
豪
華
な
御
膳
か
ら
東
宮
の
殿
上
、
帯
刀
の
陣
、
そ
し
て
内

裏
の
殿
上
、
蔵
人
所
、
侍
従
所
、
衛
府
の
陣
ま
で
配
慮
さ
れ
る
訳
だ
か
ら

莫
大
な
量
を
調
え
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、

「
ひ
わ
り
ご
は
御
か
た
ゞ
ゞ

に
し
給
」
と
、
他
の
妃
達
と
分
担
し
て
い
る
（注
１３
）０
そ
し
て
、

「た
ゞ

の
は
殿
に
つ
か
う
ま
つ
る
ず
両
ど
も
に
お
お
せ
給
つ
れ
ば
、
つ
か
う
ま
つ

れ
る
」
と
、
正
頼
の
配
下
の
受
領
達
が
彼
の
命
を
承
け
て
調
え
て
い
る
。

権
勢
家
に
奉
仕
す
る
受
領
の
姿
が
垣
間
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
当
時
の
、

権
勢
家
と
受
領
の
関
係
が
想
像
さ
れ
る
。
右
大
将
の
娘
も
破
子
と
碁
手
を

調
達
し
て
い
て
、

「殿
上
に
わ
り
ご
廿
か
、
ご
て
に
、
ぜ
に
廿
貫
い
だ
し

給
へ
り
。
な
ま
め
き
て
し
給

へ
り
。
あ
を
き
す
き
ば
こ
に
み
ち
の
く
に
が

み
、
あ
を
が
み
な
ど
つ
み
て
い
だ
し
給
へ
り
。
」
、
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

貴
宮
の
分
が
破
子
、
碁
手
銭
、
紙
の
全
て
に
つ
い
て
圧
倒
し
て
多
く
、
貴

宮
の
父
正
頼
の
富
貴
権
勢
の
様
が
偲
ば
れ
る
。
猶
、
前
記
の
、
延
喜
十
八

年
八
月
二
十
日
の
醍
醐
天
皇
の
御
庚
申
に
内
蔵
寮
の
進

っ
た
碁
手
銭
が
十

三
貫
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
う
時
、
正
頼
の
調
達
し
た
碁
手
銭
二
十
貫
が
如

何
に
豊
富
で
あ
る
か
が
分
か
る
。
右
大
将
の
娘
の
二
十
貫
も
大
し
た
量
で

あ
っ
た
訳
に
な
る
。
正
頼
の
調
達
し
た
庚
申
の
料
物
が
運
ば
れ
る
様
が
、

「物
ど
も
、
ひ
と
た
び
に
も
て
つ
ら
ね
て
ま
い
る
、
み
も
の
な
り
」
と
あ

り
、
こ
こ
に
ま
さ
に
正
頼
の
富
貴
権
勢
が
顕
示
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
天

皇
妃
達
も
こ
れ
と
同
様
の
こ
と
を
し
た
、
と
思
う
。

「内
に
も
、
宮
に
も
、
殿
上
人
あ
つ
ま
り
て
、
だ
う
ち
、
あ
そ
び
す
る

に
、
こ
ゑ
い
と
ち
か
き
御
つ
ぼ
ね
な
れ
ば
、
宮
わ
た
り
給
へ
る
に
」
と
、

東
宮
の
殿
上
人
達
が
難
に
興
じ
て
い
る
時
、
東
宮
は
貴
宮
の
部
屋
を
訪
れ
、

そ
し
て
、
そ
こ
で
歌
会
が
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
は
、
東
宮
を
は
じ
め

男
性
ば
か
り
の
詠
歌
で
あ
っ
た
。
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
天
暦
十
年
五
月
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二
十
九
日
に
村
上
天
皇
妃
藤
原
芳
子
が

「撫
子
合
」
を
催
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
日
が
庚
申
に
あ
た
る

（
『
日
本
暦
日
便
覧
』
）
の

で
、
庚
申
の
徹
宵
の
為
に
催
さ
れ
た
と
解
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
が

天
皇
妃
の
催
し
た
庚
申
の
遊
び
と
し
て
は
資
料
上
、
最
古
の
例
に
な
る
。

『平
安
朝
歌
合
大
成
』
所
収
十
巻
本
の
詞
書
き
に
、

「左
衛
門
督
の
御

息
所
の
御
方
の
御
達
の
撫
子
合
の
歌

左
中
務
君

右
兼
盛
」
と
、
芳
子

に
仕
え
る
女
房
達
が
方
人
と
な
り
、
左
方
は
中
務
、
右
方
は
兼
盛
の
詠
進

し
た
歌
で
争

っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
場
所
は
芳
子
の
局
宣
耀
殿
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
に
天
皇
の
ご
臨
席
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は

記
録
さ
れ
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
。
が
、
萩
谷
朴
氏
は
こ
の

「撫
子
合
」

の

「実
質
上
の
主
催
者
は
…
村
上
天
皇
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
」

（
『平
安
朝
歌
合
大
成
』
）
と
述
べ
て
い
ら
れ
る
の
で
、
天
皇
は
ご
臨
席

に
な
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
、
天
皇
が
御
庚
申
を
行
わ
れ
た
か
ど

う
か
は
記
録
が
な
く
、
分
か
ら
な
い
。
が
、
前
記
の
、
東
宮
が
貴
宮
の
局

に
訪
れ
、
そ
こ
で
歌
会
と
な
っ
た
、
と
同
様
の
事
情
が
推
測
さ
れ
る
。

コ
性
早
子
』
に
は
、

「庚
申
せ
さ
せ
給
と
て
、
内
の
大
殿
、
い
み
じ
う

心
ま
う
け
せ
さ
せ
給
へ
り
。
夜
う
ち
ふ
く
る
程
に
、
女
房
に
も
歌
よ
ま
せ

給
ふ
」
と
、
中
宮
定
子
の
守
庚
申
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
中
宮
の

近
親
者
ば
か
り
で
行
わ
れ
て
い
る
。
賑
や
か
な
徹
宵
の
様
が
描
か
れ
て
い

る
。
場
所
は
職
御
曹
司
で
あ
る
。
天
皇
の
ご
臨
席
は
な
い
。
が
、
こ
の
時
、

一恒
墾
殿
で
は
御
庚
申
が
催
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
は
定
子

が
守
庚
申
を
し
た
年
が
問
題
に
な
る
が
、
長
徳
元
年
五
月
十
五
日

（金
子

元
臣
説
）
、
長
徳
四
年
七
月
四
日

（萩
谷
朴
氏
説
）
の
二
説
が
有
る
。
ち

な
み
に
、
前
者
の
説
だ
と
定
子
の
父
道
隆
の
莞
去

（同
年
四
月
十
日
）
か

ら

一
か
月
余
り
、
四
十
九
日
忌
も
済
ん
で
い
な
い
の
に
庚
申
の
遊
び
を
す

る
と
は
思
え
な
い
し
、
後
者
の
説
だ
と
、
次
の
日
の
五
日
、

『権
記
』
に

「参
中
宮

〈御
悩
六
日
云
々
〉
」
と
あ
る
の
で
、
四
日
は
病
気
中
で
あ
っ

て
、
庚
申
の
遊
び
を
行
う
と
は
思
え
な
い
。

こ
こ
に
あ
て
宮
、
ご
た
ち
い
と
お
ほ
か
り
。
ひ
わ
り
ご

。
す
み
も
の

。
す
き
ば
こ
い
と
お
ほ
か
り
。
左
大
臣
殿
、
御
つ
ば
ね
い
と
ち
か
し
。

…
か
う
し
ん
じ
給
は
ず
。
ご
た
ち
、
し
ろ
き
ゝ
ぬ
の
す
ゝ
け
た
る
、

う
す
い
ろ
の
も
な
ど
き
て
、
四
五
人
ば
か
り
ゐ
た
り
。
君
と
し
冊
ば

か
り
、
か
た
ち
み
に
く
し
。
い
か
め
し
く
ふ
と
り
給
へ
り
。
こ
れ
右

大
将
ど
の
ゝ
御
つ
ぼ
ね
…
ご
た
ち
廿
人
ば
か
り
、
も

。
か
ら
ぎ
ぬ
き

て
き
ぶ
ら
ふ
。
か
う
し
ん
じ
給
へ
り
。
殿
上
に
わ
り
ご
廿
か
、
ご
て

に
、
ぜ
に
廿
貫
い
だ
し
給
へ
り
。
な
ま
め
き
て
し
給
へ
り
。
あ
を
き

す
き
ば
こ
に
み
ち
の
く
に
が
み
、
あ
を
が
み
な
ど
つ
み
て
い
だ
し
給

へ
り
。
こ
れ
は
こ
宮
の
御
つ
ぼ
ね
。
…
ご
た
ち
い
と
お
ほ
か
り
。
お

と
な
十
五
人
、
わ
ら
は
四
人
。
か
う
し
ん
じ
給

へ
り
。
こ
れ
は
中
納

言
の
御
つ
ぼ
ね
。
…
み
は
ら
か
ら
の
蔵
人

・
式
部
の
ぜ
う
ゐ
た
り
。

絵
解
の
部
分
に
描
か
れ
る
東
宮
妃
達
の
守
庚
申
の
模
様
で
あ
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
各
妃
達
が
各
自
の
局
で
同
時
に
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た

だ
、
こ
の
中
で
一
人
、
左
大
臣
の
娘
が
守
庚
申
を
し
て
い
な
い
。
が
、
こ

の
人
は
、
性
格
、
容
貌
、
趣
味
の
悪
い
人
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
天
皇

妃
達
も
こ
こ
に
描
か
れ
る
の
と
同
様
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
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５

此
夜
有
御
庚
申
事
、
蔵
人
兼
宣
依
□
□
仕
御
装
束
如
式
、
出
御
之
後
、

左
大
臣

・
右
衛
門
督

・
左
□
□
□
被
召
参
上
、
侍
臣
等
祗
候
、
内
蔵

寮
給
酒
肴
□
□
□
、
２
盃
酌
無
算
、
弦
歌
返
奏
、
仙
遊
興
酎
天
清
□

□
、
勅
賜
郷
采
之
戯
、
千
時
卿

。
大
夫
賜
酒
、
酔
徳
之
者
其
□
然
、

不
知
夜
之
将
関
ヽ
或
詠
詩
句
、
或
唱
歌
曲
、
人
間
勝
□
於
是
而
足
、

子
剋
左
大
臣
奉
　
綸
命
、
仰
左
大
弁
□
□
□
式
部
権
大
輔
匡
衡
朝
臣

令
献
題
、
大
弁
献
云
、
燕
□
□
□
、
匡
衡
為
序
者
、

（史
料
纂
集

『権
記
』
長
保
二
年
十
月
十
七
日
）

こ
こ
に
は
、
酒
に
酔
い
、
管
弦
、
詩
歌
の
遊
び
に
酔
い
し
れ
る
王
朝
貴

族
の
姿
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
注
意
さ
れ
る
の
は
、
御
庚
申
の
遊
び
を

「仙
遊
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
匡
衡
は
前
記
の

「七
言
。
夏
夜

守
庚
申
佳
碩
保
殿
同
賦
避
暑
対
水
石
応
製

一
首
」
の
詩
に

「幸
入
蓬
菜
近

聖
明
」
と
、
清
涼
殿
の
御
庚
申
の
宴
に
陪
席
す
る
こ
と
を
仙
宮
に
入
る
、

と
読
み
、
伊
周
は
こ
れ
も
前
記
の

「夏
夜
池
亭
即
事
」
の
詩
に

「逸
楽
君

家
時
日
事
。
風
流
常
得
到
蓬
減
」
と
、
道
長
邸
の
庚
申
の
宴
が
風
流
に
し

て
神
仙
世
界
を
現
成
し
て
い
る
、
と
読
ん
で
い
る
。

徳
茂
の
前
記
の
詩
に

「不
眠
達
明
。
於
是
開
紅
道
命
緑
蛋
「
左
弦
管
。

右
詩
篇
…
孟
斯
大
王
楽
。
楽
善
之
佳
遊
」

（
「冬
澤
（守
庚
申
同
賦
修
竹
冬

青
応
教
」
）
と
あ
る
。
同
様
の
表
現
が
、
匡
衡
の
、
前
記
の
詩
に

「守
庚

申
而
不
廃
延
齢
之
術
。
日
日
同
祠
凩
劇
ヨ
ヨ
到
日
ご

（
「夏
夜
守
庚
申
侍

清
涼
殿
。
同
賦
避
署
対
水
石
。
応
製
」
）
と
あ
る
。
こ
れ
が
庚
申
の
遊
び

の
意
義
だ
と
思
わ
れ
る
。

「楽
善
」
の
語
句
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

「楽
善
」
は
、

『孟
子
』

（生
呈
工
早
句
上
）
の

「天
爵
」
に
つ
い
て
述

べ
た
と
こ
ろ
に
、

「孟
子
日
。
宣
大
爵
者
。
有
人
爵
者
。
仁
義
忠
信
。
楽

善
不
倦
。
此
天
爵
也
。
公
卿
大
夫
此
人
爵
也
。
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
漢
の

趙
岐
は

「天
爵
以
徳
人
爵
以
禄
」

（
『孟
子
注
疏
』
）
と
注
記
し
、
後
世

に
な
る
が
本
朝
の
伊
藤
仁
斎
は
、　
ヨ
合
尉
者
。
無
所
受
自
貴
。
人
爵
竜

有
所
受
而
後
貴
」

（
『孟
子
正
義
』
）
と
注
記
し
て
い
る
。

「楽
善
」
で
は
な
い
が
、
　
忍
峯
こ

、

「立
主
こ

の
語
句
が

『抱
朴
子
』

に
見
ら
れ
る
。
庚
申
の
こ
と
を
記
し
た
直
後
に
、

欲
蕃
長
生
者
必
欲
積
善
立
功
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（微
旨
）

と
、　
選
里
こ

は
長
生
き
の
為
に
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

続
い
て
、
善
行
の
具
体
例
が
、

「慈
心
於
物
、
恕
己
及
人
、
仁
逮
昆
虫
、

楽
人
之
吉
、
慇
人
之
苦
、
明
人
之
急
、
救
人
之
窮
、
手
不
傷
生
、
己
不
勧

禍
、
見
人
之
得
如
己
之
得
、
見
人
之
失
如
己
之
失
、
不
自
貴
、
不
自
誉
、

不
嫉
妬
勝
己
、
不
嫉
諮
陰
賊
、
」
と
記
さ
れ
、
結
果
、

「如
此
之
為
有
徳
、

受
福
十
天
、
所
作
必
成
、
求
仙
可
糞
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
猶
、
こ
こ

に

「徳
」
が
み
ら
れ
、
前
記
の

『孟
子
』
の

「楽
善
」
と
関
わ
っ
て
く
る
。

次
に
、
対
し
て
悪
行
の
具
体
例
を

「若
乃
憎
善
好
殺
云
々
」
と
記
し
、
結

果
、

「随
事
軽
重
司
命
奪
其
算
紀
、
算
蓋
則
死
」
と
記
し
て
い
る
。
又
、

「人
欲
地
仙
、
当
立
三
百
善
、
欲
天
仙
、
立
千
二
百
善
、
」

（俗
対
）
と

記
さ
れ
て
い
る
。

『抱
朴
子
』
の
記
述
に
よ
っ
て
長
生
に
は
善
行
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
る
と
、
庚
申
の
日
の
宴
遊
に

「楽
善
」
と
し
た
こ
と
が
理
解
さ
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れ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
庚
申
の
遊
び
は
、　
コ
奎
こ

の
意
味
が
も
た
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
と
思
う
。
が
、
実
際
に
は
単
に
眠
気
冷

ま
し
や
、
退
屈
し
の
ぎ
の
、
或
、

「賞
花
下
謀
月
前
者
。
我
少
侯
之
素
意

也
。
是
故
惜
景
物
於
流
年
。
命
腸
詠
於
良
夜
０
」

（
『江
吏
部
集
』
所
収

「七
言
。
歳
暮
於
藤
少
侯
書
斎
守
庚
申
同
賦
明
月
照
橿
雪
。
各
分

一
字
応

教

一
首
」
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
花
鳥
風
月
の
興
趣
に
浸
る
、
遊
び
中
心

の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

守
庚
申
が
遊
び
中
心
で
あ
っ
た
の
は
、
死
の
原
因
に
そ
れ
が
結
び
付
か

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
平
安
史
上
で
は
超
子
の
例
が

唯

一
で
あ
る
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
、
と
思
う
。
先
に
、
限
定
し
た
見
方

で
は
あ
っ
た
が
庚
申
の
日
に
若
死
に
し
て
い
る
人
は
い
な
い
、
と
い
う
こ

と
か
ら
、
こ
れ
が
そ
の
大
き
な
理
由
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
。
で
は
、
平
安

時
代
に
若
死
に
の
原
因
と
さ
れ
た
の
は
何
で
あ

っ
た
ろ
う
。
怨
霊
で
あ
る
。

例
え
ば
、
時
平

一
族
が
次
々
と
若
死
に
し
た
こ
と
を
道
真
の
怨
霊
の
せ
い

に
す
る

（
『大
鏡
』
）
。

冷
泉
院
に
聞
じ
め
し
て
、
あ
さ
ま
し
う
あ
は
れ
に
心
憂
き
事
に
お
ぼ

じ
め
す
。

「猶
こ
れ
も
か
の
御
も
の
ゝ
け
の
し
つ
る
」
と
ぞ
お
ぼ
さ

れ
け
る
。

実
は
超
子
莞
去
も
又
、　
一
方
で
は
怨
霊
の
せ
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

『栄
華
物
三
国

の
、
前
記
の
超
子
売
去
の
と
こ
ろ
に
は
右
記
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
冷
泉
院
が

「か
の
御
も
の
の
ゝ
け
」
、
則
ち
元
方
の
怨
霊
に
よ

る
も
の
と
考
え
て
い
ら
れ
る
。

注（１
）
『抱
朴
子
』
に
は

「
三
Ｆ
之
為
物
雖
無
形
」
と
あ
る
。

（２
）
『抱
朴
子
』
に
は

「紀
者
三
百
日
也
…
算
者
三
日
也
」
と
あ
る
。

（３
）同
様
の
呪
文
を
記
し

「謂
之
庚
申
夜
誦
」
の
割
注
が
有
り
、　
天
こ
置

と
し
て

「毎
庚
申
勿
寝
。
而
呼
其
名
。
三
Ｆ
水ヽ
去
。
萬
福
自
来
」
と
あ

２
つ
。

（４
）
こ
れ
以
前
に
、
庚
申
の
日
に
御
遊
が
行
わ
れ
て
い
る
例
を
み
る
が
、

守
庚
申
の
為
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。

（５
）参
内
、
女
方
入
庚
申
折

（料
ヵ〕
物
筆
墨
紙
包
等
、

（
『御
堂
関
白

記
』
十
七
日
条
）

（６
）恵
慶
に
つ
い
て
は
ヽ

「出
生
が
天
暦
三
年
以
前
で
あ
る
こ
と
は
確
か

で
、
正
暦
三
年
頃
ま
で
活
躍
し
て
い
た
こ
と
も
あ
と
づ
け
ら
れ
る
。
」

と

フ
租
編
国
歌
大
観
』
の
解
説
に
あ
る
。
他
δ
歌
人
に
つ
い
て
も
そ
れ

に
よ
っ
て
い
る
。

（７
）
『西
宮
記
』
に
は
、

「出
御

〈御
座
前
置
半
畳

一
枚
、
其
辺
立
小
燈

台
〉
と
あ
る
。

（８
）
『西
宮
記
』
に
は

「王
卿
依
召
参
候

〈孫
庇
候
〉
」
と
あ
る
。

（９
）撻
に
つ
い
て
は
、

「打
極
」

（
『新
儀
式
』
）

「榔
采
」

（
『小
右

記
』
寛
和
元

・
正

・
十
五
）
と
も
記
さ
れ
る
。

（１０
）開
始
時
間
に
つ
い
て
は
、

「亥
二
剋
事
始
」

（
『一由
宮
記
』
延
喜
十

六
年
七
月
七
日
の
例
）
と
あ
る
。
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（Ｈ
）献
詩
の
例
に
な
る
が
、
延
喜
十
六
年
七
月
七
日

（
『西
宮
記
』
）
、

長
保
二
年
十
月
十
七
日

（
『御
堂
関
白
記
』
等
）
の
例
が
あ
る
。

（‐２
）
『小
右
記
』
永
延
二
年
十
月
七
日
の
例
は
天
皇
の
御
前
で
の
舞
で
は

な
い
。

（‐３
）伊
藤
カ
ズ
著

『宇
津
保
物
語
』
に
は

「正
頼
の
婿
達
が
調
達
し
」
た

と
あ
る
。

（し
ま
だ

。
と
よ
こ
　
大
谷
女
子
大
学
助
手
）
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